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BANDAI 2012 MADE IN JAPAN 


画像の完成品は塗装してあります。本書内の開発画稿は缳情稹です。 
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DAM 



會通常モードと発動モードの変更圊所。マーカーで塗られた部分が変わるという指示。 
繰が外装を外す籣所、水色が外装をスライドする H 所、ピンクが新たに露出するメカ 
フレームを 示して いる 


會パックパックも発動モードでは上部のパーツがせり上がり、スラスター部の装甲もパージさ 
n る。バーニアが2個になつたふくらはぎは、装甲カパーが展開する 



























峰「エモーシ 3 ン•マ 
ニビュレーター SPJ 
は、すべての指が可 
動し、親指の付け根 
もクランク可動す 
る。また，手の平の 
板リブを引き起こし 
て接轿することで武 
器を播実に保持する 
ことがでぎる 


麵♦肩、上刖 W 、 S 、 

睡部はスライドすること 
でサイコフレームが露出 
する。»部は LED ユニッ 
卜（別売り）が収納できる 
檷造で.頭部のカメラア 
イが発光する 




※ガンプラ用 
LED ユニット(雄) 
(別売り） , 


•♦ふくらはぎの力 


バー内部を期り、 


■ ank 1 n ピンク色で示され 

& m r こプレ-卜を大き 

1^1 w A 1 くする指示が出さ 

v/ yVl 


t 発動モードの挺部は、大 M 部、ヒザカ 
パー、スネ、足の甲がスライド、グリー 
ンのサイコフレームが露出する。大 II 下 
部飼面とスネ裏の装甲はパージされる 


麯コクピツト八ツチ 
は上へスライド。胸 
部中央ブロックも可 
動し、コクビットが 
見える 


•足裏のディテールち再現 ： _体固定用の 
■•ツメ-も 4 力所が可動する 


t 発動モードのバッ 
クパックは、下部の 
装甲が外れてスラス 
ター.ユニットがむ 
き出しとなる。パー 
ニアノズルは上下に 
恩動する 


駟バックパック、リアス 
カートへのディテール追 
加•修正案 c スジボリの 
形状や傾斜、内部メカの 
見せ方などが提栗されて 
いる 

















































•益す - 撕游 


t 胸部では.スジポリや C 面（直行してい 
る角の部分を落とした面のこと）の*も均 
一ではなく、パーツごとに指定されている 


V 側 




•アム□のパーソナルマーク 
を象った専用ディスプレイ 
:ースが付属:攻擊形態のフィ 
ン•ファンネルも同時に飾るこ 
とができ、接班アームが6本 
セツトで付*！する 


會左前腕のビーム‘サーベル•ラックに入る 
ディテールの形状、バーニア周辺に彫られ 
るミゾの深さも調®が加えられている 



t フロントスカートは、装甲の一部がパー 
ジする。修正画稿では、パージされるパー 
ツとスカートとの段差ち指示されている 



t 足の甲を■う白いパーツ 
と、 * 珀の外装パーツが重 
なる部分が -« み合わさる* 
ような形状になるよう、修 
正が加えられている 






t フィン•フアンネルは 
すべて分醸•可動。連結 
パーツを移動させること 
で、取り付け位■を任意 
に変えることができる 
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『機動 m 士ガンダム 逆襲のシャ7： 

mm 


U . C .0093 年、シャア • アズナブルは新生 
ネオ • ジオン羣の坊帥となり、人類を颼漘 
するべく、地球寒冷化作戰を決行。小惑星 
5 th ルナに轿き、アクシズをも落下させよ 
うとする。ブライトとアムロが所厲する地球 
運邦翬ロンド•ベル嫌は、シャアの作戰を阻 
止するべく行動を開始。地球の命遵を賭け 
て、2人のニュータイプが激突する！ 





























さらなる K 点越えをめざした「於ガンダム」 


10 年の節目を迎えた MG“Ver_Ka” がアニバーサリーモデルとして選んだのが、 1 ； ガンダムである。し 
かも今回はガンダムフロント東京 (GFT) 版の V ガンダムと連動したデザインにもなつている。さらに“発 
動モード”という新たな姿を手に入れた V ガンダムは、どういう道程を迎り生まれてきたのだろうか。 

Interview : HORIGUCHI SHIGERU(SUNRISE), KATOKI HAJIME 


力トキ「アニメーションで描かれたVガンダ 
ムは、とても完成度の高いデザインです。で 
すから今回の VerXa の開発にあたり、オリジ 
1 ナルのデザインの良さを損なうことなく立体 
化するという、 MG で定石の手法でアブロー 
チしていく選択肢もありました。しかし、 MG 
ですでにVガンダムは一度キット化されてい 
るのはご存じのとおりです。ボディスタイル 
を損なわない範囲でプロポーションを調整し、 
装甲にスジポリを加えて、あとは可勦機構を 
アップデートする感じでまとめてしまうと、 
Vガンダム2度目の MG への挑戦というには、 
ちょっと寂しい物になってしまいます。なに 
かもっと面白くて皆が楽しめる物を、と考え 
ていたとき脳裏によぎったのが 「GUNDAM 
EV 0 LVEJ 版のV，ガンダムでした」 

「GUNDAM EVOLVE 」 シリーズ (2001 年)は、 
CG による新しい表現を模索していく映 
像トライアル•シリーズである。その中の 
「 EV 0 LVE 5 J RX -93 VGUNDAM は、ストー 
リーブロットに富野由悠季監督も参加し、劇場 
版とは異なる抄訳が大胆に行なわれている。 

カトキ ITEV 0 LVE 5 J のVガンダムは、非 
常にインパクトがあります。発表当時も話 
鼴になっていました c EVOLVE 5版の 
立体物を手に取ってみたいという気持ちは、 
私にも以前からありましたが、 『GUNDAM 
EV 0 LVEJ というのはやはり少々マニアック 
なタイトルなので、メジャーに向けたガンプ 
ラ市場で理解が得られるかというと、そのま 
までは難しいのです。それで GFT で新たに作 
るムービーのデザインの相談を受けた時に、 
EVOLVE 5 j を作った增尾隆幸監督が再び 
Vガンダムを撮ると閩きまして、この機会な 
ら八ードディテールの 『EVOLVE 5 j 版を通 
常のVガンダムとリンクさせて、メジャーに 

• 訴えられるのではないかとい5提案をさせて 
いただきました。ガンブラは索材そのままを 
生かすのがベストであるのを承知しつつ 

Vガンダムを最新の技術をもって大胆に造り 

• 込んだらどうなるか。 Ver.Ka シリーズとして 
は、 RB -79 ポールの様なラジカルなトライア 
ルになると覚悟しました」 

FGUNDAM EV 0 LVEJ シリーズで企画■制 
作を担当したサンライズの堀口滋プ□デュー 
サーと増尾隆幸監督が 、 GFT - DOME - G ” の 
特別映像を手掛けることになり、 - V ガンダム¬ 
をジャンクションに、 2つのプロジェクトが合流 
し連動してし、〈ことになる。 

堀口「登場するといっても当初は [EVOLVE 
5 J の CG データを流用した、ゲスト的な扱 
いの登場だったのです。それが力トキさん 


が 「EVOLVE 5 』 の V ガンダムをベースに、 
GFT 用として設定を描き起こしていただいて。 
増尾監督にこの話をもっていったら、「カッコ 
イイね U って私も増尾監督も気分がよくなっ 
ちゃった（笑)。 r どうせなら、Vガンダムもサ 
ザビーちメインの映像に登場させよろ!」とい5 
方向へ、 180 度変わっていったんです。 CG 
モデル部のスタッフがすごく頑張ってくれて、 
「EVOLVE 5j 版の CG に力トキさんのデザイ 
ンディテールを入れて調整し、ほぼ作り直し 
をして映像に送りだすことができました」 

そうして完成した D 0 ME-G の映像には、瓦 
解していくアクシズをパックに、Vガンダムと 
サザビーが激突する姿が描かれている。 

力トキ「サイコフレームの発光現象は最近だ 
とユニコーンガンダムで用いられていますが、 
Vガンダムが元祖といえます。 EVOLVE 5 
では光に包まれた宇宙が印象的したが、 cr ア 
ジールの方が主役っぼい扱いでした今度、 
増尾監督がムービーにVガンダムを登場させ 
るなら、装甲が割れたり、もっとはじけた演 
出になったりするのかな、等と考えて「通常 
モード」と「発動モード」をデザインしました a 
劇中ではコクビット周辺に配釅されたサイコ 
フレームですが、今回の Ver.Ka では四肢の檇 
造にも取り入れることで見た目にも新たな解 
釈として表現しています：サイコフレームの 
発動時には、きっと装甲の隙間から光が漏れ 
出ることもあるのでしよう。一方でガンプラ 
的に考えると、本来の r ガンダムらしさ、「逆 
シャア J らしいなるべくシンブルな v ガンダ 
ムが好きな人もいるでしようし、折角の MG 
ならフレームを作り込んだ EVOLVE 的な仕上 
げを好む人もいるでしよう。そう考えていく 
内におのずと今回の樺なギミックが導き出さ 


れていきました」 

堀口「ブラモデルとしてのウリのひとつが：■装 
甲をスライドさせ、パージすることで内部の 
サイコフレームが見える j ことはうかがって 
いました。時間的制約もありましたが、連動 
する意味合いもあり、何かしらのフォ□一を 
映像のほうでもやるべきと增尾監督も判断さ 
れて、装甲の隙間からサイコフレームを光ら 
せてみました。 D 0 ME-G の映像は、トライア 
ルの側面もありますが、 GFH こ来場された皆 
さんにたくさんのガンダムを紹介しようとい 
うコンセブトの元につくられています。登場 
するのも有名な機体や、現行で活躍中の MS 
といった既存の作品の中から選んでいます。 
その中で、この v ガンダムは制作側にとって 
極めてオリジナルな MS に近い存在と言えま 
す。作業は大変ではありましたが、このリガ 
ンダムのおかげで、楽しんで制作することが 
できました」 

力トキ r * 変身”のギミックを克服したユニ 
コーンガンダム Ver . Ka は、ガンブラの中 
でもひとつの節目でしたし、お台堳の1/1 
闩父-78-2ガンダムの密度を1/144に凝縮 
する事からスタートした RG シリーズも、逦 
近のマイルス!-ー ンです。 今回のVガンダ 
ムは、ユニコーンガンダムの橘造に RG の精 
密さを盛 D 込む様な、丹念に仕込んでいく作 
業が必要でした。パンダイの開発スタッフ 
の皆さんは MG 、 RG で越えた K 点をさらに 
越えるような完成度を達成したと思います 3 
GFT - D 0 ME - G ' の映像を観る人は1/1 
RX -78-2 も同時に見ている訳です。これか 
らのガンブラは、1/1の密度に触れたお客 
さんも漘足できるアイテムを提供してゆける 
ようになるのだと思います」 


ガンダムフロント東京 “ D 0 ME-G 


ガンダムワールドを体験•体感できる「ガンダムフロント東京」に、映像施設 「 D 0 ME - G 」 がある。 
直径 16 m 、 6台のプロジェクターと13台のスピーカーが設鼸された特設巨大ドームで、迫力 
のガンダム映像を全身で体感することができる （201 2年現在)。全天スクリーンには、歴代 
のガンダムが次々と登場してくるが、その中に GFT 専用にデザインされたVガンダムとサザ 
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〔パーツリスト） （ X 印は 使用し ないパーツです。） 


「八1パーツ| IA 2 パーヅ1 旧1パーツ 1 陌2パーツ1 icm - ツ 1 

(スチロール樹脂： PS ) (スチロール谢脂： PS ) (スチロール樹脂： PS ) (スチロール樹脂： PS ) (スチロール樹脂： PS ) 



[ bi パーツ1 

(スチロール樹脂： PS ) 



「 G パーツ I 

(スチロール樹脂： PS ) 






[ J パーツ](スチロール樹脂： PS ) 


「K パーッ 1(X2) 
(スチロール樹脂： PS ) 









































































































































































































I L パーツ 1 (x 2 ) 
(スチロール樹脂： PS ) 



I R パーツ （ ABS 樹脂： ABS ) 


: 



丽 


III! 




1 PC- 208 パーッ丨 （x 
(ポリエチレン： PE) 


2 ) 




1 MPl パーッ 1 
(ABS 樹脂： ABS) 
(ポリプロピレン： PP) 



MP1 (エモーションマニビュ 
レーター SP) は全関節可動の 
ため、非常に精密な造りになっ 
ています。 

※各指関節は図解の矢印の方 
向以外には絶対に動かさな 
いでください。 

※各関節を動かすときは、関節 
の根元部分を押さえながら、 
ゆっくり動かしてくださし、。 


:: 


|カラーシール . 1 枚 

I ※カラーシールはのびやすいので、貼る際、はがす 
' 際は、ゆっくり憤重に行ってください。 


水転写デカール" 


•1 枚 


※クリアパーツの中には、製造工程上気泡が入っているものがありますがご了承ください。 


|シルバーシール . 1 枚 

I ※シルバーシールは切れやすいので、貼る際、 

1 はがす際は、ゆっくり慎重に行ってください。 


お客様攤合での注文内容の変更、キャンセル、交換、返益は受付けておりませんので予めご了承くだ; 


に不 a が$る壩 g 

，<ださい。 


■申し込み先 

〒 420-8681 靜岡県静岡市葵区長沼500 - 12 
(株）バンダイ静岡相談センター TEL 054-208-7520 

《料金表〉♦部品代、送料は切り取った1個の料金です。 


電話受付時間月〜金曜日 
(祝日を除く）10:00〜16:00 
電話番号はよ<確かめてお間違 
いのないよ〇にご注意< ださい。 


部品番号 

取扱説明書 

MP 1 ❶ - MP 1 ❷ 

Q ❶ 

水転写デカール 

シール 類 

その他 

部品代 

200円 

各300円 

200円 

200円 

各60円 

各60円 

郵送料 

200円 

120円 

200円 

80円 

8◦円 

120円 


0178604 
1 /100 SCALE MG シリーズ 
RX -93 V ガンダム Ver.Ka ( 


《お買い上げのお客様へ)万が一部 S に不良品がありましたら、その部呈を取りはずし、商品名、部品の記号、部品番号、 FOR USE IN JAPAN ONLY. 
不具合の症状を書いて、下記までお送りください。良品と交換させていただきます。また、部品をこわしたり、なくした 
«合は部品通販をご利用ください 3 代金は料金表を参照していただき、商品番号/商品名/部品の記号/部品番号/ 

数置を明記していただき、部品注文カード(部 S 注文カードのコピー、手蜃き可)、部品代+送辑の料金(100円単位 
を定額小為替、10円単位を切手)と共に封書にてお送りください(封書の裏に必ずお客様のお名前/ご住所/年齡 
をお霤きください)。送料は実際に部品をご用意した際の重置によって変わります。また、別途手数料が必要な送付方 
法をご希望の壩合、別料金となります e 料金の不足分はご_求、超週分は残額をお返し致します。ただし、そにか 
かった手数料等はお客様のご負担となります。在雇がなし鴻合は誠に申し訳ございませんがご注文をお返し致します。 

ご記入いただきました個人情報につきましては、商品•部品の発送及び情報の提供以外には使用致しません。部品注文 
の方法は、 HP でもご紹介しております。詳しくは http :// bandai - hobby . net / SC / 2007/ I 〇 / pos し 55 .html ► 「部品 
注文のしかた」をご参照ください 3 通信費等はお客様のご負担となります。※お送りした部 S に不良がある壩合を#音、 


必要な部品の記号 • 番号 • 数璗をかく 


^れ/■こ理由(〇で固む)（こわした•なくした) 


•日中ご連絡司能な電話番号•年齢 
( - - )( 才） 

R 2167683 '12.12 

20121 2 /SA • ON ※コピー使用可 


必ず先にお読みください 

LED セット(グリーン) 〈 LED ライトユニット(グリーン)、 JIO 、 ビス各1個〉のご注文は右記の部品注文 
力ードをご利用ください。申し込み方法等の詳細は、上記(お買い上げのお客様へ)をご参照ください。また》 
在雇がない場合には誠に申し訳ありませんがご注文をお返し致します。ただし、その際の発送に掛かった費用 
はお客様負担となりますので、予めご了承ください。 LED セットの通販は予告無く終了する壩合があります。 
上限3セットまでお受けできます。(カメラアイを発光させる場合は、 LED セット(グリーン)が1セット必要です。） 
WEB でもご注文を受付けております。(通信費等はお客様のご負担となります。） 

► http * y / bandai - hobby . net / hobbyblog / news / partsorder / ※お送りした部 S に不良がある場合を除き、お客 
播爨合での注文内容の変更、キャンセル、交換、返 S は受付けておりませんので予めご了承ください。 
《料金表〉 


個数 

1セット 

2セット 

3セット 

部品代 

700円 

1400円 

2100円 

郵送料 

120円 

120円 

140円 


FOR USE IN JAPAN ONLY. 


0178604 
1/100 SCALE MG シリーズ 
V ガンダム Ver.Ka LED セツト(グリーン） 


必要個数に〇をつけてください 


1セツト 2セツト 3セツト 


•日中ご連絡可能な電話番号•年齢 


R 2167683 
2012.12 /SA - ON 


才) 

• 12.12 


※コピー使用可 






a のカメラアイを発光させたい' 


MG V ガンダム 


は、こちらをお読みください。 


CK PACK 


LED セット(グリーン)は、店頭においてもご購入いただけます。〇*ガンブラ用 LED ユニット2個セット ( S ) J メーカー希望/ Jv ? S り価格1,155円(税5%))。 
ご購入個数によっては店頭価格の方が低価格となります。商 S は予告なぐ販売終了、晒格変更する場合がありますので、詳■は販売店にお問い合わせください。 
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必ずお読みください 

〈銳い部品がありますので、安全上15才未满 


•この商品の対象年齡は15才以上です。 

には適しません。〉 

•小さな部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒息などの危険があります。 
•誤飲の危険がありますので、3才未满のお子様には絶対に与えないでください。 

籲ビニール袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。窒息する恐れがあります。 
•小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の届かないところへ保管し、お子様には 
絶対に与えないでください。 


〈組み立てる時の注意〉 

•組み立てる前に説明醫をよく読みましょう。 

•部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれいに切り取 
りましょう。切り取った後のクズは捨ててください。 

•部品の加工の際の刃物、工具、塗料、接灌剤など 
のご使用にあたっては、それぞれの取扱説明醫を 
よく読んで正しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった所があるも 
のもありますが、気をつけて組み立ててください。 

修塗装にはより安全な「水性塗料」のご使用をおすす 
めします。 

嵌八日5部分への塗装は破損する恐れがありますので、 
塗装はおすすめできません。 




• シールの i 

E 

t 号 

幽 

• ?方ール r : 黴号 

.反対傷に取り付け 

るパー.ン 

EQ 

•两領に S じパーツを 8 り付ける 

D 

•向きに注意ノて取り付ける 

• 一 2の譜妒 T 食 i 

• ぢ 

!) り取るところ 

x2 

•s 品を » 僅の <as 

:作ります 

• 先に組み立てます 

61 

• ?憂に組み立て 

ます 

•a 售に合わせて巨酝させます 

• どちら; 

かを選んで®り付ける 

m 

.反対 儀 も同じように動かします 


※この商品は変形を再現するため、部品点数が多くなっております。部品をきれいに切り取り、イラストをよく見て組み立て 
てください。また、ブロックごとに変形させて完成写寅等を参考に組み上がりを確認することをおすすめします。 
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※きれいに切り取ります。 

A 1© 



(反対*!に取り付ける） 


(B んで取り付ける） 


❿：標準 カラー タイプ 
G ©- G ©： DOME - G 映像版 
カラー タイプ 


1-9 

※ここを押さえない 
ように注意してく 



1-10 COMPLETION 

〔ボディの完成〕 


■0 




ガンプラ用 
LED ユニット（緑） 
(別売り） 


〈上から見た図〉 


/J® 

n 

(向きに注意） 


ぐ f から見た図〉 
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〈内 _ から見た図〉 
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4-2 COMPLETION 

〔左腕の完成〕 
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RIGHT LEG 


〈撗から見た図〉 

K ❿、 




/•切り取らない 
ように注意して 
ください。 




B 1©" 
( B 2 逆/ム 

〈播から見た図〉 
卜 


※切り取らないように 
注意してください。 


6-3 

※きれいに 

切り取ります。 

x 2 

A 1 ❻、 

(2 ■作る） 

( A 2 ❻) 


I ❿ ※きれいに 

切り取ります。 

/> (反対侧に貼るシール） 

盛: H 画 

Hoi 

(シール） 


前ビ^ > 

前ビ> (シール) 



く下から見た図〉 




(2B 作る） 



L ❿ 


PC ❿ 



(後に組む) 


※奥までしつかりと、 
はめ込みます。 

PC ❿ 、 





J ❿ 



J© 


PC ❿ 





L © 

(向きに注意) 



〈上から見た図〉 
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L ❽ 


6-7 


[x2| 

(2® 作る） 



6-8 (道) 

L © \ 


x2 


(2 個作る） 




L © 


PC ❿ 






L ❻ 



L ❿ 



!1 



※奥まで 
しつかりと、 
はめ込みます。 



※この状態でヒザを深く 
曲げないでください。 


6-9 


x 2 


(2«作る） 


' A 1 ❸ 
( A 2 ❸） 


( A 20) 

r 

〈内側から見た図〉 
/) 



§ T - Hbs 

g (シール） 

V J 


A 

Has 

(シール） 

v __ y 
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6-11 


x2 


■ る） (D20) 


6-io 


(B20) 乂 


※きれ! 
(反対 娜 


※きれいに 切り取ります。 

(反対侧に取り付ける） 

A1©(A2 ❽) 
A1 ❼ （ A2 ❼） 



B10KB2 ❿） 

E B1©(B2©) 

(反対«に取り付ける） 


A10(A20) 

Cfl ： A10(A20) 

(反対刪に取り付ける） 
※きれいに 切り取ります。 



6-12 


※きれいに 切り取ります。 
(反対側に取り付ける） 



(シール） 

H 回 '^! 

(シール） 

FO S 

FQ 

ぐ 

r V (シール） 

Fv-He 

■ (シール） 

J 


F ©[ g ： F © 

(反対刪に取り付ける） 

D1 ❸ （ D2 ❸） 
0| ： D10(D20) 

(反対测に取〇付ける） 



: F ❺ 


(反対■に貼るシール） 


侧に取り付ける） 
※ぎれいに 
切り取ります。 
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6-16 COMPLETION 

〔右脚の完成〕 


6-15 




LEFT LEG 

〔左脚の組立〕 
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※バックパックは、ノーマル型とダブル•フィン • フアンネル型のどちらかを選択して組み立てる仕様です。 


RAPK PAPIC 

(NORMAL/DOUBLE FIN FUNNED 




aUNDAM 


9-1 


BACK PACK 

〔バックパックの組立〕 


x2 


(2撕る〉 


x 4 


K ❺ 


(4 個作る） 


(B2©) ^ 
BIO^I 

※きれいにフ〇 
切り取ります。 



※ダブル•フィン•ファンネル型を組み立てる 
方は18ページ ES へ進んでください。 
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9-3 DOUBLE FIN FUNNEL 

〔ダブル*フィン•フアンネル型〕 



x g | fCF から見た図〉]^^^一一 F © 

'一、 Q ri^ 汨 2 ❿) 


(2 個作る) 


B1 ❿ 


♦分 (向 H 


〈上から見た図〉 

、ゞ 



K© 

※きれいに 

切り取ります, 

F ❿ 


E ❺續 



(先に勤かす） 





:甬爾取り付ける） 


10 


BOTTOM 

〔下半身の組立〕 


(シール) 

S 回 


(2 偏作る) 


I ® 


〈上から見た図〉 


B1 ❷一 f 

D (1 ❷）； 


(向きに注意して甭鑛取り付ける) 
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SHIELD 

〔シールドの組立〕 



15-1 


BEAM SABER 

〔ビーム • サーベルの組立〕 



し 


15-2 
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16-5 



伸. 

(選んで取り付ける） 



※フィン • フアンネルは、ノーマル型とダブル•フィン • フアンネル型のどちらかを選択して組み立てる仕様です。 


17-1 FIN FUNNEL 

〔フィン • フアンネルの組立〕 


x6 


(6 個作る） 


(後に組む） 


K ❾ し 、 F ❷ 


F ❸ 



_ 


B1 ❿ 
(B2 ❿) 


：1 


10 




■0 


K ❾ 


※きれいに切り 
取ります。 

K ❿ 



B1 ❿ 


17-2 



(先に組む） 


※きれいに切り 
取ります。 

K ❿ 


〇 


4 5 


»ダブル•フィン•ファンネル型を 
組み立てる方は22ベ-ジ IEH 
へ進んでください。 


18-1 NORMAL 


I 〔ノーマル型〕 


x 5 


(5 個作る） 


17 
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3 


I 

pji 


m 



> 


エ 

o 


WEASNS 
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g 
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SNOdvLUM ¥ 31 SAS NolivlAJocodsNVHi 


<cAao 8 


S 931 


aocoHLUddn 


Aaoco 
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19-3 


19-4 〈フィン•フアンネルのディスプレイ〉 


(6 個作る) 


(90‘動か T ) 


(90 •動かす） 


〈電池の交換〉 


※ディスプレイスタンドから取り外して 
おぎます。 




TRANSFORMATION SYSTEM 


※イラストは、変形説明のため、一部簡醅化しています。 
※ビーム•ライフル、ニュー•ハイパー•バズーカ、シールド、 
フィン • フアンネルは外しておきます。 


BODY 



B 0 DY -1 



※バックパックを外しておくと 
変形の難易度が下がります。 




24 































































































































(逆 側®) 両 肩 ® ~ 备 
(逆 側®) 両 
(逆 側®)晒# 

両側 發 
(逆 側®)® 

(逆 側®)® 

(逆 側®) 


©(逆 側 ( B ) 





U モード 



(逆 側®) 取 

(逆 側❿) 必 
❿ (逆 側❿） 

両側®' 
両側# 


(逆 測®)両脚# 
❿ 両脚 

(逆 側®)両脚*^ 


(逆 側®)両脚®" 


❿ 両脚 


(両側）両脚 



❼ (逆 側❶） 


©(逆側©) 


獅脚 (逆 側®) 


避 両脚（逆 側®) 
■( J ) または 
ィ否 両脚（逆 側®) 


両脚（逆 側®) 
或) 両脚（逆 側®) 


運) 両脚（両側） 

























































































































(逆 側®) ❿ 


(逆 側®) 


(逆 側©) 


(逆 側®)® ■ 


両脚 承 

(逆側 <®) 

両脚 I 灸 
両脚 咖 


両脚# 



^ ダブル•フィン•フアンネル時 


(逆 側®) 
(逆 側®) 


® (逆 側®) 


® (逆 側®) 


(逆 側©) 


© 


關 



AMURO RAY 






COMPLETE DIAGRAM 

for painting and applying decals 


この水転写式デカールはブラモデルオリジナルのものです 
貼り指示は一例ですのでイメージに合わせてお阽りください。 


■水転写式デカールのはりかた 

1. 使うデカールを切り取り、ぬるま 湯に 3秒程度 浸し、 ピン 
セットで引き上げます。 

2. 台紙からデカールがすべるようになるまで待ち、表を上に 
してすべらせて貼ってください。 

3 . 綿 樺などで押して、気泡を取ってください。 かわくまでは、 
手を触れないで<ださい 》 

« デカールを貼る部分のキットパーツの油分を、あらかじめ中性洗用などでふ 
きとると一層よく密鬅しま T: 

. •; •余ったデカールは好きなところに貼ってください。 

士デカールを15るた©の通!！（八サミ、ビンセット、繅梅など）は.別にご用家く 
ください。 

•; •水 e 写式デカールがモールドをまたいだ〇、乾いてはが n る■所につきまし 
ては、 マーク ソフ ター （導用の滘»)や マーク セッ ター （それぞれ明充 を 
使用することで対応できます = 

卜可動®などはデカールがこすれてはが n る壩合がございますのでご注意 
ください。 


COLOR CHART 

used paints and mixture ratio 

:-よりリアルに仕上げたい方は、下の*本色をご爾ください。 

:ま装には.より安全な「水性逋料」の®闻をおすすめします： 

ABS 樹腰への塗装は®#する恐 ri が 35D ますので.遽装はお13めできません s 
:•カラー配合は餐考儷で 35D、 ■傲とカラーガイドの色は興なる場合が35ります= 





[頭®などの逋装色1 
ホワイト（100%) 


【B などの盪装色】 

ホワイト（95%)+ グレー （5%) 

【MS などの逋装色】 

インディブルー(45%) +ブラック(25%) 
+ホワイト （ 15%) +レツド （ 15%) 


【ふくらはぎ前面などの2装色】 

■ ィンディプル,-( 45::)-夼ヮィト （25: し.) 

+ブラック（20%)+レッド（10%) 

D 【アンテナ®どの遽装色 j 

イェロー (80%)+ホワイト（10%) 

+オレンジイェロー（10%) 

• I コクピット八ッチなどの*装色1 

レッド（50%) +モンザレッド（50%) 

+ホワイト少置 


S 



【閱節などの連装色】 

グレー（90%) +ブラック （ 10%) 



Iパイロットスーツ•ホワイト部の遽装色] 
ホワイト（100%) 


【パイロットスーツ.レッド S の if 装色1 
モンザレッド （ 100%) 


D 【肌の塗装色】 

薄茶色（60%) 

+ホワイト（40%) 



(麵の遽装色] 

ウッドブラウン（90%) 

+レッドブラウン（丨0%) 
t 上)■の通装色] 

インデイブルー（90%) 
+ホワイト（10%) 
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